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はじめに







過去に発刊された紀要第１巻から第 19 巻までに発表された様々な種類の論文総計は 330 編であり、総説 6 編、
原著論文 66 編、研究報告 66 編、資料 17 編、研究費助成による共同研究実績報告書が 175 編であった。










をテーマに FD が開催され、参加者より有意義な FD であったとの評価を得ている。今後、さらに質の高い掲載論
文が増えることを期待している。
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さらに、神戸市看護大学の「地域住民の健康と福祉に貢献する質の高い看護専門職の育成、またそのための研
究という任務を負っている」という建学の精神を鑑み、本学の紀要は質の高い看護実践や教育・研究活動の報告
の場になっていく必要があると考える。さらに教育・研究活動の成果を地域住民や実習施設等に示す主要な手段と
して機能していくことを期待している。
終わりに
　神戸市看護大学紀要の第 20 巻発刊に寄せて、本学紀要が果たしてきた役割や課題、今後に向けて期待する
ことを思いつくままに記載させていただいた。今後、本学紀要が学術誌として、また大学の広報誌的な役割も担い
ながら、本学の発展と共にさらに発展していくことを心より願っている。
